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 本研究領域は、遺伝子発現制御とクロマチン構造のダイナミクスの関連性

について、原子分子構造レベル、分子間相互作用レベル、核構造レベル、高

次機能レベルで統合的な解明を目指すものである。学術的重要性は高く、ま

た非常にタイムリーな研究課題であり、新学術領域研究としてふさわしい提

案である。 

一方で、計画している内容が非常に膨大であるため、研究目的の達成に向け

た一層の意思統一が必要と思われる。特に、構造機能相関から高次機能解析

へどのように結びつけるかが課題であり、異なる研究階層間のギャップを埋

めるための具体的方策について、さらなる検討が必要である。また、将来的

には疾患治療へも展開することが望ましい。 

 研究組織については、当該分野において実績のある計画研究代表者で構成

され、各計画研究が有機的に連携できる仕組みを構築している。研究領域の

格段の発展と周辺領域への波及効果も期待できる。また、企画調整、研究支

援活動、若手研究者育成について十分検討されている。一方で、公募研究の

選定方針や広報・アウトリーチ活動については、具体策を検討する必要があ

る。 

 

  


